
　焼売

　　１７世紀ごろモンゴルで生まれて中国各地へ広がりました。日本へ

　は江戸時代の始めに長崎に入ってきました。広東語では「シウマイ」

　中国語では「シャオマイ」と発音されており、それがそのまま日本へ

　入ってきました。蒸しているのに「焼」と書くのは中国語で「焼」は

　「焼く、炊く、沸かす」など日本とは違った意味として使われてる漢

　字のためです。
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